
言
葉
」
と
し
て
、
明
治
、
大

正
期
の
本
校
生
の
想
い
を
次

の
よ
う
に
紹
介
し
ま
し
た
。

「
創
立
以
来
、
生
徒
た
ち
は

『
土
を
愛
せ
よ　

農
業
は
国

の
礎
で
あ
る
』、『
鹿
屋
農
学

校
は
日
本
一
の
農
学
校
で
あ

る
』
の
精
神
の
下
、
誇
り
を

も
っ
て
勉
強
や
実
習
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
か

ら
１
０
０
年
前
の
創
立
30
周

年
当
時
の
短
歌
で
は
『
風
涼

し　

我
が
農
場
の
真
ん
中
で

　

鍬
ふ
る
我
は
し
み
じ
み
嬉

し
』と
農
業
を
学
べ
る
喜
び
、

学
校
で
学
べ
る
喜
び
が
伝
わ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
時

か
ら
変
わ
ら
な
い
農
業
に
携

わ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
た

ち
に
『
食
』
を
届
け
て
い
る

と
い
う
自
負
心
を
大
切
に
し

な
が
ら
自
分
た
ち
も
学
ん
で

い
き
た
い
」と
結
び
ま
し
た
。

　

本
校
は
６
学
科
か
ら
な
る

農
業
高
校
で
、
各
学
科
で

の
学
び
を
生
か
し
た
専
門
的

な
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け

さ
せ
る
こ
と
で
、
地

域
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昭
和

44
年
に
当
時
の
文
部

省
か
ら
自
営
者
養
成

高
等
学
校
と
し
て
指

定
を
受
け
、
現
在
で

は
農
業
経
営
者
育
成

高
等
学
校
と
し
て
寮

（
責
善
寮
）
を
設
置

し
、
農
業
科
、
園
芸

科
、
畜
産
科
で
は
寮
生
活
を

通
じ
て
社
会
性
を
育
む
と
と

も
に
、
専
門
性
を
深
め
る
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

進
路
指
導
に
お
い
て
は
、

２
・
３
年
生
対
象
の
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
２
回
及
び
１
・

２
年
生
対
象
の
職
業
理
解
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
延
べ

26
社
の
企
業
と
20
校
の
大
学

や
専
門
学
校
等
に
よ
る
概
要

説
明
、
さ
ら
に
６
名
の
卒
業

生
に
よ
る
講
話
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
進
路
実
現
に
向

け
て
希
望
者
を
対
象
に
普
通

教
科
や
小
論
文
の
課
外
や
個

別
指
導
、
そ
し
て
３
年
生
全

員
を
対
象
に
徹
底
し
た
面
接

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
、
昨

年
度
実
績
と
し
て
和
太
鼓

部
、
鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
、

畜
産
部
と
い
っ
た
本
校
な
ら

で
は
の
特
色
あ
る
部
が
全
国

大
会
出
場
、
ボ
ー
ト
部
、
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
が

九
州
大
会
出
場
、
ま
た
野
球

部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
男

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
お
い

て
は
、
毎
年
県
大
会
上
位
入

賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
今
年
度
の
新

入
生
か
ら
制
服
を
刷
新
し
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
在
校
生

を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
参
考
に
決
定
し

ま
し
た
。
男
子
の
制
服
は
マ

オ
カ
ラ
ー
（
襟
が
や
わ
ら
か

い
学
ラ
ン
）
で
、
ダ
ウ
ン
ス

ト
ラ
イ
プ
を
特
徴
と
し
て
い

ま
す
。
ス
カ
ー
ト
タ
イ
プ
の

制
服
は
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
チ

ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
ベ
ー
ス
、

ス
カ
ー
ト
は
チ
ェ
ッ
ク
柄
、

リ
ボ
ン
は
ピ
ン
ク
ベ
ー
ス
で

ス
ト
ラ
イ
プ
が
入
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て

　

鹿
屋
農
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
、
保
護
者
と
教
職
員
が

一
体
と
な
り
、
心
身
と
も
に

健
全
な
生
徒
の
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
資

質
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
日
頃
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
中
心
に
総
務
部
、
生
活
指

導
部
、
保
健
体
育
部
、
研
修

部
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
指
導
部
は
、
学
期
初

め
の
一
週
間
、
生
徒
の
登
校

時
間
に
合
わ
せ
て
あ
い
さ
つ

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保

護
者
は
部
活
動
を
す
る
生
徒

の
明
る
い
あ
い
さ
つ
に
元
気

を
も
ら
い
、
登
校
時
の
生
徒

の
様
子
を
知
る
と
と
も
に
、

職
員
と
の
情
報
交
換

の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

保
健
体
育
部
は
、

年
２
回
の
学
校
保

健
委
員
会
へ
の
出

席
や
、
体
育
祭
時
の

給
水
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

研
修
部
は
、
視
察

研
修
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞

の
作
成
を
主
に
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
の
視
察
研
修

で
は
、
宮
崎
大
学
、
南
九
州

大
学
、
焼
酎
の
里
霧
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
訪
問

し
、
県
外
の
進
学
・
就
職
先

に
つ
い
て
知
見
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
は
、
創
立
1
3
0
周

年
を
記
念
し
て
同
窓
会
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
協
力
し
て
仕
上
げ
た

新
聞
を
、
式
典
で
配
布
し
ま

し
た
。
２
回
目
の
新
聞
は
、

卒
業
式
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

行
し
ま
し
た
。

　

総
務
部
は
、
鹿
屋
市
家
庭

教
育
講
演
会
、
鹿
屋
市
人
権

問
題
講
演
会
、
大
隅
区
域
高

等
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

等
へ
の
出
席
を
保
護
者
・
職

員
に
呼
び
か
け
た
り
、
九
州

地
区
・
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
大
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
か
の
や
に

出
席
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
い
ず
れ

の
活
動
も
無
理
を
せ
ず
、
で

き
る
範
囲
の
協
力
を
い
た
だ

く
こ
と
で
実
施
で
き
て
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
良
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
教
頭
　
益
満
　
隆
宏
）

　
本
校
は
明
治
28
年
に
鹿
児
島
県
尋
常
師
範
学
校
附
属
専
科
農
業
講
習
所
と
し
て
創
設
さ

れ
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
令
和
２
年
に
農
業
科
、
園
芸
科
、
畜
産
科
、
農
業
機
械
科
、

農
林
環
境
科
、食
と
生
活
科
と
な
り
、昨
年
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、「
誠

実
・
敬
愛
・
力
行
」
の
校
訓
の
も
と
、
生
徒
会
や
学
び
を
生
か
し
た
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
を

は
じ
め
部
活
動
で
も
様
々
な
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

1 3 1年目を迎えた
我が校のPTA紹介

鹿屋農業高等学校

130周年記念式典における新制服披露

　

昨
年
11
月
15
日
に
開
催
し

た
本
校
の
創
立
１
３
０
周

年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
生

徒
会
長
の
永
榮
悠
月
さ
ん

が
「
生
徒
代
表
よ
ろ
こ
び
の

131年目を迎えた我が校（正門から見た風景）

ス
ロ
ー
ガ
ン

一
人
一
人
が
輝
き
な
が

ら
、
夢
と
希
望
を
抱
い
て
、

未
来
に
挑
戦
す
る
学
校

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

す
べ
て
は
生
徒
が
主
人
公


